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肺炎球菌とインフルエンザ菌 

 
 
Streptococcus pneumoniae（肺炎球菌）と

Haemophilus influenzae（インフルエンザ菌

は市井における肺炎・気管支炎などの呼吸

感染 1)や中耳炎などの耳鼻咽喉科領域感

の起因菌ですが、しばしばヒトの上気道に常

在菌として生息します。病院においては易

染患者や呼吸器系装置、気道・血管カテー

ルなどを使用する症例が多く、これらの細菌

よる感染が成立するリスクが市井における

も高いと思われます。以下、これらの細菌の

菌薬耐性や病院内での伝播予防策につい

述べます。 
 
Streptococcus pneumoniae：肺炎球菌
 
肺炎球菌はグラム陽性球菌であり、呼吸器

染、耳鼻咽喉科領域感染を起因することが

り、時に肺炎、心内膜炎、菌血症、敗血症、

膜炎を起因することもあります。特に高齢者

おける肺炎や小児における髄膜炎が大きな

題となります。 
 
ペニシリンに低感受性を示す肺炎球菌

1965 年に米国から 2)、1967 年にオース

リアから臨床分離が報告されました 3)。1
年にはペニシリン高度耐性と多剤耐性を示

肺炎球菌の臨床分離が南アフリカより報

れ 4)、その後世界中で検出されるようにな

した 5)。これらの耐性はモザイク遺伝子の

与した複数の PBPs (penicillin-binding 
proteins)における薬剤親和性の低下によ

言われています 6)。1999-2000 年の米国

おける調査では、肺炎球菌の 34.2％が非

受性(MIC > = 0.12μg/mL)、21.5％が耐

(MIC > = 2μg/mL)と報告されています 7)
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ペニシリン耐性肺炎球菌(penicillin-resistant 
Streptococcus pneumoniae: PRSP)はペニ

シリン以外の抗菌薬にも多剤耐性を示すこと

が多く、比較的低頻度ながらフルオロキノロン

に耐性を示す場合もあります 8)。抗菌薬の殺

菌的な作用が求められる髄膜炎の治療におい

てはセファロスポリン 9) やバンコマイシン 10) 
が奏功しない例も報告されています。米国に

おいては高齢者と小児の肺炎球菌ワクチン接

種が推進されています。 
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日本においても 1999 年 11 月の全国調査に

よるとペニシリン非感受性が 62.6％、耐性が

19.5％の頻度で検出されています 11)。なお

日本において肺炎球菌ワクチンは法定予防接

種の対象ではありません。 
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Haemophilus influenzae：インフルエンザ菌 
 
インフルエンザ菌はパスツレラ科のグラム陰

性菌であり、呼吸器感染、耳鼻咽喉科領域感

染を起因することがあり、時に肺炎、菌血症、

髄膜炎を起因することもあります。特に B 型イ

ンフルエンザ菌は侵襲性が高く、小児における

菌血症や髄膜炎が大きな問題となります。 
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β-ラクタマーゼを産生してアンピシリンに耐性

(MIC > = 4μg/mL)を示すインフルエンザ菌は

1974年に米国から臨床分離が報告されました

が12)、β-ラクタマーゼ非産生アンピシリン耐

性インフルエンザ菌(beta-lactamase-
negative, ampicillin-resistant Haemophilus 
influenzae: BLNAR)は1980年にやはり米国

から臨床分離が報告されました13)。1994-
1995年の米国における調査ではインフルエン

ザ菌の36.4％がβ-ラクタマーゼ産生アンピシ

ると
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リン耐性、2.5％がBLNARであり、また、2.9％

*がアモキシシリン・クラブラン酸耐性(MIC > = 
8μg/mL)、1.1％がβ-ラクタマーゼ産生アモ

キシシリン・クラブラン酸耐性(beta-
lactamase-positive, amoxicillin-clavulanate-
resistant Haemophilus influenzae : 
BLPACR)と報告されています14)。この調査で

のBLNARにはアンピシリンに中等度の耐性

(MIC =2μg/mL)を示すものが多く含まれてい

ますが、それらはセファロスポリンにも低感受

性を示す傾向がありました。米国においては

小児におけるB型インフルエンザ菌ワクチン接

種が推進されています。 
 
* 文献 14）には「4.5％」と記載されているが、正しくは

2.9％（45 株／1,537 株）と思われる。 
 
日本においても 1999 年 11 月の全国調査に

よるとアンピシリン非感受性が 25.4％、耐性

が 14.3％の頻度で検出されています 11)。ま

た BLNAR や BLPACR も米国と同様に検出

されています 15)16)。なお日本において B 型

インフルエンザ菌ワクチンは法定予防接種の

対象ではありません。 
 
病院感染予防策 
 
肺炎球菌とインフルエンザ菌はしばしばヒトの

常在菌であるため医療処置に伴う内因性感染

について配慮が必要です。病院における肺炎

には、これらの細菌のほか、黄色ブドウ球菌、

緑膿菌、肺炎桿菌、レジオネラ、アスペルギル

ス、RS ウイルス、インフルエンザウイルスなど

多種の微生物が関連しますが、人工呼吸器関

連肺炎のうち、人工呼吸器装着後比較的早期

に発生する肺炎は肺炎球菌とインフルエンザ

菌による場合が典型的であると言われていま

す 17)。日本では肺炎球菌や B 型インフルエ

ンザ菌に対するワクチン接種を受けた高齢者

や小児が少ないため、これらの細菌が病院に

おける感染起因菌として米国の病院よりも重

要となる可能性も考えられます。 
 
また同時にこれらの細菌に対する伝播予防策

も必要です。入院患者における肺炎球菌によ

る肺炎のうち、約 20％が病院感染または入院

後 5 日以降に発生したものであるという報告

があり 18)、病院感染としての菌血症の原因

菌としても肺炎球菌は時折検出されます。

PRSP やアンピシリン耐性インフルエンザ菌が

病院内で伝播して呼吸器感染などが集団発生

したとする報告は数多くあり 19)20)、また小児

においては B 型インフルエンザ菌による菌血

症 21)、髄膜炎 22) が病院内で集団発生した

とする報告もあります。病院で用いる肺活量計

を介したインフルエンザ菌の伝播を示唆する

報告もあります 23)。 
 
病院内での伝播予防策としては、感染症例は

もちろんすべての患者について、呼吸器系分

泌物に対する標準予防策、呼吸器系装置や

気道粘膜に接触する器具の消毒・滅菌、気道

粘膜に適用する薬剤の衛生管理、気道や血

管などに侵襲的処置を行う前の手洗いと手袋

着用など基本的な予防策を遵守することが肝

要であると思われます 24)25)26)。 
 
肺炎球菌・インフルエンザ菌による感染症例に

も標準予防策を基本としますが 25)、インフル

エンザ菌については侵襲型 B 型インフルエン

ザ菌の場合 24) や小児の場合 25) に飛沫予

防策を追加します。飛沫予防策においては、

感染症例を個室に隔離する、ベッド間の間隔

を２ｍ以上開ける、またはパーティションで区

切るなどのベッド配置を行います。患者の１ｍ

以内に接近する場合にはサージカルマスクを

着用し、患者が部屋から出る場合には患者自

身にサージカルマスクをつけます 24)。 
 
なお、米国の隔離予防策ガイドラインでは 25)、
多剤耐性菌に対して、場合により接触予防策

を追加することが勧告されていますが、多剤耐

性肺炎球菌の場合には標準予防策のみで良

いと明記されています。しかし集団で近接して

生活する場面の多い健常小児間では、呼吸器

系分泌物に含まれる肺炎球菌が飛沫または

接触伝播により伝播しやすいと言われ、また

肺炎球菌を有する患者のケアをする医療従事

者には肺炎球菌が伝播する可能性が高いとも

言われており 27)、肺炎球菌感染症例に対し

ても飛沫予防策や接触予防策が必要となる場

合について考慮が必要と思われます。 
 
消毒薬感受性 
 
肺炎球菌やインフルエンザ菌における消毒薬

抵抗性については特に報告がありません。通

常選択する消毒薬を用いて必要な消毒を行い

ます 28)29)。 
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